
このたびは、ミツバ「コーナーセンサー」をお買上げ頂きまして、ありがとうございます。

この取扱説明書は、製品の正しい使い方や取付け方、使用上の注意について記載してあります。

取扱説明書を最後まで必ずお読み頂き、正しく製品を取付Iナ、お使いください。

また、取扱説明書が必要になった時、すくtこ利用出来るように大切に保管してください。

n安全に関する注意事項

記号と意味は次のようになっています。

i肇 �、：一一警二等浩二 ��取扱いを纏った鋤合、死亡または℡偶を負う可能住か想定されることを越境します。 
また、法標に違反することを意味します。 

：▲ �∴重義 � �取扱いを願った地合、請書を買う危険が想定されることを憲味します。 また、製品を績復、敬龍させる恐れがあることを意味します。 

○コーナーセンサーは、運振操作の補助楽壇として障

害物をブザーで知らせるもので運転音の注意義務を

軽減するものではありません。パック時は後方、周

囲の安全を充分確認してください。また、当製品を

使月中に発生した事故に対し、当社では責任を負い

兼ねます。

○コーナーセンサーは後方コーナー部の障害物感知装

面です。違う目的で使用すると取付けた機器やセン

サーの微睡・誤作動の原因となります。

○コーナーセンサーの配線接続時（ま、バッテリーケー

ブルのマイナス鱈子をはずしてから作業してください。

ケーブルをはずさないで作業すると、配線かショー

トして感電などのケガや重層火災を起こす恐れがあ

ります。

葛コーナーもンサーの配線接続時は、付属の工レクト

ロタップのフタを確実にロックしてください。工レ

クトロタップの金原都が車体の金庫都などに接触す

ると、ショートして感電などのケガや壷翻火災を起

こす恐れがあります。

9仕　　　様

機　　種 �C－04B（センサーl個タイプのリヤコーナーセンサーです。） 

C－05B（C－04日用別売追加センサーです。追加はl個まで可能です。） 

定格電圧 �DC12V自動車用 

撥∴∴能 �○シフトレバーをバック（R）の位置にすると、超音波センサーで障害物 
の感知を始めます。 

○障害物から50cm以内に車が近づくと、2種類のブザー音で運転者 
・に知らせます。 

センサーの 感知範囲 （イメージ図） �塾∴ 

醐閲　⑧総　　　　　0約3050cm 

●センサーの感知範囲は障害物の形や大きさによって変わります。 

01台の壷に、2セット以上のコーナーセンサーを取付けな

いでください。誤作動します。また極端に角張ったバン
パー等で両面テープの綾鷺面すべてが留意しない場合は

取付け出来ません。
但し、パックオーライC－01B又は、C－03Bとの併用は可

能です。

○電磁式バックホーンやネオン管盆との発信枝肉筏品を取

付けた壷にコーナーせシザーを取付けないでください。誤

作動の原因となります。

○コーナーセンサーは12V自動車専用です。他の用途また

は24VI12V変換器（DC－DC変換器）を使用して取付けな

いでください。誤作動の原因となります。

○製品を分解、塗装、改造しないでください。

製品を落としたり、ぶつけたり、強い衝撃を与えると破

損、故障の原因となります。

○センサーを壷の前側（フロント）に取付けないでくださ

い。IIエンジンノイズ調などにより誤作動する恐れがありま

す。

○コーナーセンサーはリヤエンジン軍書、ミツドシップ重青書

に取付けないぞください。エンジンノイズにより誤作動

する恐れがあります。
“リセエンジン塵　　　　　　　　　　”‘ミツドシップさ

エンジンを竃の釜田に繕重しだ嚢．　エンジンを竃の中央部（竃振虞後）に

搭載した章。

○構　成　部　品

製品を取付ける前に、中身の部品を確かめてください。

コントロールユニット・センサーユニット・コードプロテクタ・ブザーユニット

エレクトロタップ（2個）・両面テープ（3種類　計6枚）・ネジ2本・取扱説調書（保駈書付）

《保証規定》 � 

お買い上げいただきました本製品は、当社の厳しい品質管理のもとで製造されたものです。 �保証の範囲や条件など詳しい内容について説明します。必ずお読みください。 

万一、材料上あるいは製造上の不具合がありました場合には、＿この保証書に示す条件にした �次に該当する場合は、保証期間内であっても保証の対象となりませんのでご注意ください。 

かって無料で修理させていただきます。 �●製品を分解、改造した形跡が認められた場合。 

●修理は、お買い求めの販売店また（よ当社窓口に保証書、不具合内容を提示の上、ご依頼ください。 �●あ昌枝の故意、または過失による事故と認められた場合。 

●この保証蕾は保証期間が満了した時に効力を失うものとします。また保証期間内であっても �●地震、台団、水雲などの天災ならびに火災、事故、その他紛争などによる損傷が認め 

製品が日本国外に詩ち出された時にも効力を失うものとします。 �られた場合。 

けhiswarrantyisvaiidoniyinjapan．） �●保証書の提示がないか、あるいは記載内容に不足がある場合。 

●この保証書は破損または紛失した場合でも再発行はいたしませんので大切に保管してください。 �●取扱説明書に書かれている注憲事項を守らなかったために発生した韻書について。 



田使用　工　具

〇十ドライl（一　　　　　　　　　　　　〇カッター

○テスターまたは板垣ランプ（12V用）○　その他

n配線図（レイアウト）

図（なC－048または、C－04B＋C－05Bの状態を表わしています。

田取り付け方法

○プライヤー，ベンチ等

…聖㍗レ　　　ブナ○　誓ト 

舌「吉‡ センサーセンサー � �薫 コ i ドl（ック ∴ 
㊥－7ま 　スイい 

ランプ　　　　　　　　　　　T 

ツチ　　九　　　工レク結；ップ 

・　　i／　一　　　一 � � �′相 � �報、三㌢閏霊喜美；詞 

配線接銑晴は、バッテリーケーブルのマイナス調子をはす 

してから作賞をしてください。 

ケーブルをはずさないで惟謙すると、配縄かショートして 

感電などのクガや重刷火災を起こすあそれかあります。 

田センサーの取付け

○シフトレバーをバック（R）の他面にした状態で、コード援

統するとブザー関りつはなしになります。作葉中は、シ

フトレバーをバック（R）に入れないでください。

○コードを延震したり、切断して矩くしないでください。

センサーの験作動や敬照の原因になります。またコード引

き込み勘か、ら田の内部に浸水しないように配線してくださ

い。

（1）もシザーの取り付け位置決め（図1）

・取り付け範囲内でセンサーの取り付け値登を決めます。

（2）もンサーを固定（図2）

・センサーの裏側の幕を利用してコードを引出してくだ

さい。溝の出口のゴムパリはカッター等ぞ取除いてく

ださい。

・センサーの落下を防ぐために、取り付ける部分のゴミ、

油分、水分を中性洗剤やきれいなやわらかい布で取除

いてください。
●センサーの裏側に両面テープを貼り付けます。

・センサーを重体に取付けます。（貼り直しは綾崖力か

大幅に低下しますので繕籾に避けてください。）

※両面テープの撞電力が発揮される目安は貼付24時間

以睦です。

（3）センサーコードを配線（図3）

・センサーのコードをトランクルームやカーゴルームに

確実に引き込みます。付属のコードプロテクター及び

重体のスキマなどを利用して盛徳します。
・コードが直接金厩に触れる個所はコードの被服が傷つ

かないように、テープなどを巻いて十分保鐙してくだ

さい。

（4）コントロールユニットへの綾織（図4）

・センサーコードのコネクターをコントロールユニット

のカブラ（「2」の表示）に接続します。

回ブザーユニットの接続

陛／∴∴∴∴∴∴顕／、遼遠墾遠遥墜室董窒薗 
〃工レクトロタップのフタは確実にロックするまでベンチ、ブライヤーで圧越してください。 

エレクトロタップの金虞部が重体の金庫部ぢとに接触するとショートしてケガや再編火 

災の原因になります。 
○検電ランプ、テスターなどで筆圧を確認する場合を除き、バッテリーケーブルのマイナス鑑 

子を外して作業を行ってください。外さすに作案をするとショートしてケガや壷繭火災の 

原因になります。 

○車体の肉張りをはずす鳩舎は、内張りを固定している爪部や固定部品を破損させないでく

ださい。破損すると肉蒙りを正黛に取付けられなくなります。

（1）パックランプのソケットを探します。
・過幕パックランプの表側にあるフタ、内張りなどを外すとパックランプのソケットか見られるよう

になります。

（2）ブザーユニットの赤色・黒色コードを探します

・キースイッチをONにしてください。（エンジンは始動

しないでください。）

・／年ソクランプに接続されているコードでシフトレバー

をパック（R）の位置にすると電圧（約12V）が出るコー

ドをテスターまたは模範ランプで探してください。
・パックランプに接続されているコードで、常に電圧が

出ない（0V）コードをテスターまたは、技等ランプで

探してください。

（3）ブザーコードの赤色・黒色コードの接続

絵筆ランプでの探しかた

一∴∴∴∴∴∴∴∴∴∴∴∴∴ 

コード接続時はバッテリーケーブルのマイナス鱈子を外してください。 

・付置の工レクトロタップを使って12Vが出るコードにブザーユニットの赤色コードを接捺してく

ださい。

・付置のエレクトロタップを使って電圧の出ないコードにブザーユニットの黒色コードを接続して

ください。（また黒色コードはボディアースに接続しても構いません。）

工レクトロタップの綾織方法

紺し込みます． � �◎使コード 
㊥を④に 
かぶせます。 ⑥ �　　⑮ 蕊等ンプ　ヽ �虞 �赤色コード 　○勧コード 

能筆ンプ　　④ �⑭　　⑥ � 
＼　　　　ストッパー �ブザーユ一・・卜 �のコード 

ブザーユニット 　のコード �＿ツ のコ－ド �ブザーユニット 　のコード �黒色コード 

手順l／図5 �手順2／図6 �手順3／図7 �手順4／図8 

（4）ブザーコードのコネクターをコントロールユニットのカブラ（「3」の表示）に接続してください。

回ブザーの固定

（1）ブザーユニットの取付け位置を決めます。

運転者に良く聞こえる位置を選んでください。

（例えば、リヤシートの裏側など。9配線図参照）

（2）ブザーユニットをネジなどです体に取付けます。

④コントロールユニットの固定

（1）コントロールユニットの取付け位寒を決めます。

高温、多湿にならない場所や荷物など積み下ろし時に邪

魔にならばい所を選んでください。（‘i配緑図参照）

（2）コントロールユニットの裏側に両面テープを貼りつけます。

（3）コントロールユニットを固定してください。

∴∴∴：尊〕「∴∴　∴ 一∴∴ �諒館瑳三：簿詰享1＼＝＼、螺二㍍ � 

○センサーの感知範囲や動作の駐留 �ま重を動かして行わないでください。思わぬ事故 �つながる厘 

因になります。龍田するとき慎重のエンジンを止め、陣容物を葦に近づけて瞳かめてください。 

○センサーの感知範囲や動作の種田を長時間行うとバッテリーの消耗が激しくなります。 

〇倍横に示す陣書物までの距離はせシザーとの距魅です。重体との距艦隊センサーの取付け嬉新に 

より変わります。取付け後、必ず感知範囲を確かめてください。 

（1）バッテリーケーブルをマイナス鮎子に確実に接続します。

（2）キースイッチをONにして、シフトレバーをパック（R）の位口にすると、懸知を始めます。

（3）照書物を重体に近づけ、センサーの感知範囲を確かめます。

つきのよう捻状態で使用すると誤作動する揚合かあります。

OAHすきシフトのRレンジの切替えをすばやく練り返すとブザーが鴫りつは密しになります。

ゆっくり切替えし直すと正黛に戻ります。

○センサーに混、重機との実物が付置したり、凍結した場合。

○砂利道、凹凸遭、坂道、草むらなどで使用した場合。

○寓温（＋60℃以上）や低温（一20℃以下）の標境で使用した調合。

○ホコリのひどい田が吹いている場合。

○超音波、無線機の電波、軍頓ノイズなど外来ノイズを受けた地合。

（外来ノイズは、パイク、発電櫓などの簡易エンジンや回転灯の軍船モータ害から発生します）
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